
手動起動（火災情報の入手）

非常起動スイッチ①を押す

放送階選択スイッチ②
または一斉放送スイッチ⑦
を押す

火災スイッチ③または非常
起動スイッチ①を押す

階情報：なし
放送階：選択した階

感知器発報放送

階情報：あり
放送階：すべての階

火災放送

● 非常電話
● 発信機
● 感知器
　  起動

● 第2感知器
● 非常電話
● 発信機
　  起動
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火災放送移行
タイマ起動

自火報感知器起動 非常電話／発信機起動

火災放送移行
タイマ起動

非火災
非火災

火災スイッチ③または非常
起動スイッチ①を押す

火災
非火災

火災灯点灯

階情報：あり
放送階：すべての階

感知器発報放送

火災灯点灯

階情報：あり
放送階：すべての階

感知器発報放送

火災灯点灯

● 非常時の操作手順

非火災放送

非火災

非火災スイッチ④
を押す

感知器等を復旧させる

火災灯消灯

復　旧

鎮　火

火災放送移行タイマ設定　　　　　　 分　　   　　秒

一斉移行タイマ設定　   □ 切   □０分   □　  分　  秒

EP-0510　非常時の操作手順書 1　133-21-324-70

ご注意：本手順書は機器の近くの見やすい所に掲示し、常日頃からその操作手順を確認し、いざというときに備えておいてください。

モード　連動  ／  連動一斉
　　　　発報  ／  火災

＊ メッセージ一覧表
　（女声）M１　ただいま○階の火災感知器が作動しました。確認しておりますので次の放送にご注意ください。
　（男声）M２　火事です。火事です。○階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。
　（女声）M３　さきほどの火災感知器の作動は確認の結果、異常がありませんでした。ご安心ください。
※（男声）M４　発報放送を起動した。現場を確認せよ。火災のときは音声警報火災スイッチを押せ。
　　　　　　　　誤報のときは音声警報非火災スイッチを押せ。
※（男声）M５　放送階選択スイッチを押せ。

※ M4、M5は操作パネルのモニタスピーカからのみのメッセージです。

M５

M３

M１

階情報：あり
放送階：すべての階

火災放送 M２
階情報：なし
放送階：選択した階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送
M２

M１ M１

M４

M２

操作中にコンピュータ異常が点灯したときは、ドア⑧を開けてコンピュータ
制御スイッチ⑨を“切”にすると、一斉のマイク放送ができます。

非常復旧スイッチ
⑤を押す

現場確認

●  非常マイク⑥で避難誘導
   放送をおこなう
●  必要に応じ他の放送階も
   選択する

一斉移行タイマタイムアップ後は一斉放送のみ

現場確認

放送階選択作動/短絡出火階 放送階選択作動/短絡出火階

非常起動
発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報

非常復旧

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報 非常起動
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手動起動（火災情報の入手）

非常起動スイッチ①を押す

放送階選択スイッチ②
または一斉放送スイッチ⑦
を押す

火災スイッチ③または非常
起動スイッチ①を押す

階情報：なし
放送階：選択した階

感知器発報放送

●  非常マイク⑥で避難誘導
   放送をおこなう
●  必要に応じ他の放送階も
   選択する

一斉移行タイマタイムアップ後は一斉放送のみ

階情報：あり
放送階：出火階と連動階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送

● 非常電話
● 発信機
● 感知器
　  起動

● 第2感知器
● 非常電話
● 発信機
　  起動

火災
非火災
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火災放送移行
タイマ起動

自火報感知器起動 非常電話／発信機起動

火災放送移行
タイマ起動

非火災
非火災

火災スイッチ③または非常
起動スイッチ①を押す

火災
非火災

火災灯点灯

階情報：あり
放送階：出火階と連動階

感知器発報放送

火災灯点灯

階情報：あり
放送階：出火階と連動階

感知器発報放送

火災灯点灯

● 非常時の操作手順

操作中にコンピュータ異常が点灯したときは、ドア⑧を開けてコンピュータ
制御スイッチ⑨を“切”にすると、一斉のマイク放送ができます。

非火災放送

非火災

非火災スイッチ④
を押す

感知器等を復旧させる

火災灯消灯

復　旧

鎮　火

火災放送移行タイマ設定　　　　　　 分　　   　　秒

一斉移行タイマ設定　   □ 切   □０分   □　  分　  秒

EP-0510　非常時の操作手順書 1　133-21-324-70

ご注意：本手順書は機器の近くの見やすい所に掲示し、常日頃からその操作手順を確認し、いざというときに備えておいてください。

モード　連動  ／  連動一斉
　　　　発報  ／  火災

＊ メッセージ一覧表
　（女声）M１　ただいま○階の火災感知器が作動しました。確認しておりますので次の放送にご注意ください。
　（男声）M２　火事です。火事です。○階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。
　（女声）M３　さきほどの火災感知器の作動は確認の結果、異常がありませんでした。ご安心ください。
※（男声）M４　発報放送を起動した。現場を確認せよ。火災のときは音声警報火災スイッチを押せ。
　　　　　　　　誤報のときは音声警報非火災スイッチを押せ。
※（男声）M５　放送階選択スイッチを押せ。

※ M4、M5は操作パネルのモニタスピーカからのみのメッセージです。

M５

M３

M１

階情報：あり
放送階：選択した階／出火階と連動階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送 M２
階情報：なし
放送階：選択した階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送
M２

M１ M１

M４

M２

非常復旧スイッチ
⑤を押す

現場確認

現場確認

放送階選択作動/短絡出火階 放送階選択作動/短絡出火階

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報 非常起動

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報

非常復旧

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報 非常起動
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手動起動（火災情報の入手）

非常起動スイッチ①を押す

放送階選択スイッチ②
または一斉放送スイッチ⑦
を押す

● 第2感知器
● 非常電話
● 発信機
　  起動

火
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自火報感知器起動 非常電話／発信機起動

火災放送移行
タイマ起動

非火災 非火災

火災スイッチ③または非常
起動スイッチ①を押す

火災
非火災

火災灯点灯

階情報：あり
放送階：すべての階

火災放送

階情報：あり
放送階：すべての階

感知器発報放送

火災灯点灯 火災灯点灯

● 非常時の操作手順

非火災放送

非火災

非火災スイッチ④
を押す

感知器等を復旧させる

火災灯消灯

復　旧

鎮　火

火災放送移行タイマ設定　　　　　　 分　　   　　秒

一斉移行タイマ設定　   □ 切   □０分   □　  分　  秒

EP-0510　非常時の操作手順書 2　133-21-325-60

ご注意：本手順書は機器の近くの見やすい所に掲示し、常日頃からその操作手順を確認し、いざというときに備えておいてください。

モード　連動  ／  連動一斉
　　　　発報  ／  火災

＊ メッセージ一覧表
　（女声）M１　ただいま○階の火災感知器が作動しました。確認しておりますので次の放送にご注意ください。
　（男声）M２　火事です。火事です。○階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。
　（女声）M３　さきほどの火災感知器の作動は確認の結果、異常がありませんでした。ご安心ください。
※（男声）M４　発報放送を起動した。現場を確認せよ。火災のときは音声警報火災スイッチを押せ。
　　　　　　　　誤報のときは音声警報非火災スイッチを押せ。
※（男声）M５　放送階選択スイッチを押せ。

※ M4、M5は操作パネルのモニタスピーカからのみのメッセージです。

M５

M３

階情報：なし
放送階：選択した階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送 M２

M１

M４

M２

操作中にコンピュータ異常が点灯したときは、ドア⑧を開けてコンピュータ
制御スイッチ⑨を“切”にすると、一斉のマイク放送ができます。

非常復旧スイッチ
⑤を押す

●  非常マイク⑥で避難誘導
   放送をおこなう
●  必要に応じ他の放送階も
   選択する

一斉移行タイマタイムアップ後は一斉放送のみ

現場確認

放送階選択作動/短絡出火階 放送階選択作動/短絡出火階

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報

非常復旧

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報 非常起動
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手動起動（火災情報の入手）

非常起動スイッチ①を押す

放送階選択スイッチ②
または一斉放送スイッチ⑦
を押す

階情報：あり
放送階：出火階と連動階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送

● 第2感知器
● 非常電話
● 発信機
　  起動

火
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自火報感知器起動 非常電話／発信機起動

火災放送移行
タイマ起動

非火災
非火災

火災スイッチ③または非常
起動スイッチ①を押す

火災
非火災

火災灯点灯

階情報：あり
放送階：出火階と連動階

感知器発報放送

火災灯点灯 火災灯点灯

● 非常時の操作手順

非火災放送

非火災

非火災スイッチ④
を押す

感知器等を復旧させる

火災灯消灯

復　旧

鎮　火

火災放送移行タイマ設定　　　　　　 分　　   　　秒

一斉移行タイマ設定　   □ 切   □０分   □　  分　  秒

EP-0510　非常時の操作手順書 2　133-21-325-60

ご注意：本手順書は機器の近くの見やすい所に掲示し、常日頃からその操作手順を確認し、いざというときに備えておいてください。

モード　連動  ／  連動一斉
　　　　発報  ／  火災

＊ メッセージ一覧表
　（女声）M１　ただいま○階の火災感知器が作動しました。確認しておりますので次の放送にご注意ください。
　（男声）M２　火事です。火事です。○階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。
　（女声）M３　さきほどの火災感知器の作動は確認の結果、異常がありませんでした。ご安心ください。
※（男声）M４　発報放送を起動した。現場を確認せよ。火災のときは音声警報火災スイッチを押せ。
　　　　　　　　誤報のときは音声警報非火災スイッチを押せ。
※（男声）M５　放送階選択スイッチを押せ。

※ M4、M5は操作パネルのモニタスピーカからのみのメッセージです。

M５

M３

階情報：なし
放送階：選択した階
　　　　一斉移行タイマタイムアップ
　　　　後はすべての階

火災放送 M２

M１

M４

M２

操作中にコンピュータ異常が点灯したときは、ドア⑧を開けてコンピュータ
制御スイッチ⑨を“切”にすると、一斉のマイク放送ができます。

非常復旧スイッチ
⑤を押す

●  非常マイク⑥で避難誘導
   放送をおこなう
●  必要に応じ他の放送階も
   選択する

一斉移行タイマタイムアップ後は一斉放送のみ

現場確認

放送階選択作動/短絡出火階 放送階選択作動/短絡出火階

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報

非常復旧

発　報 非火災火　災

放送復旧 一斉放送

音声警報 非常起動
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